
組 織 図 

 市長は、その権限に属する仕事を分担するため、条例で局という内部組織を

設けています。 

また、市民の皆様に密接に関連する業務については、市内の区域を分けて

区役所を設けています。 

ここでは、主要な事務事業を所管する局区別に、主な事業をご紹介します。 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2045 内） 21301 

 ４０，８６２，７４１千円  （対前年度比：＋１．９％）

＜主な事業＞ 

  災害・危機事象に備える対策の推進     

地域防災力強化の推進                    ３４８，７７０千円 

○九都県市合同防災訓練（中央会場）を国の基幹的広域防災拠点である東

扇島東公園等で実施し、九都県市間の相互連携を強化するとともに、全

市を挙げて取り組むことで、防災意識の向上を図ります。（新規） 

○各区複数回の総合防災訓練や、全市的な防災啓発、自主防災組織への活

動支援等を通じて、地域防災力の強化を図ります。 

 災害情報通信システムの再整備 １，５８１，９０２千円

○非常通信、電源の確保等の課題解決のため、通信機器の再整備や情報連絡体制の見直し・強化

を図ります。 

○クラウド化や本部機能の向上等のシステムの課題検討、設計構築を行い、防災システムの機能

向上による対災害体制の強化を図ります。 

 本庁舎等建替えの取組 ３３８，８４８千円

○新本庁舎の実施設計、環境影響評価手続を進めます。 

○新本庁舎の建築工事の入札手続に着手します。（31 年度着工予定） 

  ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による市民利便性の向上     

 地域情報の発信、オープンデータや新たなＩＣＴの効果的活用   ３９，９２７千円

○必要な情報を必要とする人へ的確かつタイムリーに提供するスマートフ

ォン用アプリケーション「かわさきアプリ」の安定的な運用及び機能改善

を図ります。 

○行政施設等への公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境の整備、鉄道駅や商業

施設等、民間事業者と連携し事業者が整備したＷｉ－Ｆｉ環境を活用して

「かわさきＷｉ－Ｆｉ」の利用範囲の拡大を図ります。 

○新たな市民サービスやビジネス創出等につなげるため、ＡＩやＩｏＴなど

の新たなＩＣＴの活用やオープンデータ提供数の増加の取組とともに、民

間事業者との効率的なデータ流通を図ります。 

ネットワークの強靭化及び情報システムの基盤整備     １，８０７，９２１千円

○インターネット等を通じたセキュリティリスクが増大している中で、市民に対して安全で安定

的なサービスを提供するため、セキュリティ対策の強化に向けた最新のＩＣＴの利活用に取り

組むとともに、高度なセキュリティ対策が講じられた神奈川情報セキュリティクラウドを利用

したネットワーク運用を行います。 

○行政の効率化や市民の利便性を高めるため、庁内の情報システムを確実に運用するとともに、

各情報システムの連携を担うシステム連携基盤について、機器の更新作業を行います。 

総 務 企 画 局 

総合防災訓練 
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  都市イメージの向上とシビックプライドの醸成                          

シティプロモーションの推進 ３２,７８８千円

 ○民間事業者等との連携により地域資源の掘り起こしや魅力づくりに

取り組むとともに、様々なメディアを活用して川崎の魅力を市内外

へ戦略的に情報発信します。また、メディアコーディネーターを活

用することで各施策に関するプロモーションを底上げし、市役所全

体で都市イメージの向上を図ります。 

 ○「川崎市シティプロモーション戦略プラン」に基づき、ブランドメッ

セージを活用すること等により、都市ブランドの強化とともにシビッ

クプライド（市民の川崎への愛着や誇り）の醸成を目指します。 

 国際交流の推進 ３８，７６３千円

○姉妹・友好都市として提携している海外８都市との文化芸術・経済・環境・教育・スポーツ等、

幅広い分野での交流をはじめ、相互の持続的な発展につながる互恵的な関係の構築に向けて、

海外諸都市等との交流を推進します。 

○オーストラリア連邦・ウーロンゴン市との姉妹都市提携 30 周年記念事業として、両市の市長

による相互訪問等を行います。 

  迅速で的確な広報・広聴と市民に開かれた情報共有の推進

 区民車座集会等の実施 １２９，４３３千円

 ○市長が直接区民の方々から意見を聞く「区民車座集会」の実施や「市長への手紙」、市政に関す

る問合せ・意見・相談等を一元的に受け付けるコンタクトセンターの運営等、様々な方法で市

政に関する声を広く聴取し、市政運営に活かします。また、市政に対する市民の意識を多面的

に調査する「かわさき市民アンケート」を実施します。

 魅力ある広報の推進 ３９８，８９０千円

 ○市政だよりやホームページ、テレビ・ラジオ等の各種広報媒体を活用して市政情報等を効率的・

効果的に市内外に向けて発信します。

  働き方・仕事の進め方改革の推進     

市役所内部の働き方・仕事の進め方改革の推進          １２８，２０５千円

○業務改革・改善の取組として、庁内総務事務（内部管理事務）の民間委託等による集約化に向

けた検討を進めます。また、外部の専門的知見も活用し、長時間勤務が課題となっている職場

の業務分析と改善に向けた取組や、業務改善事例発表会の開催等を通じた改善・改革意識の向

上と改善手法の共有を図ります。

○ＩＣＴを活用したモバイルワーク・テレワークの導入に向けて、外出先・出張先から安全に業

務が行える環境を構築するとともに、本庁舎建替え後の環境を見据え、第３庁舎の一部に無線

ＬＡＮ環境を試行的に構築します。

○多様な人材が活躍するための環境整備の取組の一つとして、精神障害者保健福祉手帳所持者を

非常勤嘱託員として任用します。

○職員の労働時間の適正な把握や長時間労働の是正など、勤務時間の適正管理に向けて、出退勤

時間を一元管理するためのシステム改修を行います。 

ブランドメッセージ 
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＜予 算 額＞            問合せ先：庶務課 200-2175 内） 24101 

  ６，０６１，０４４千円  （対前年度比：＋０．８％）

＜主な事業＞ 

  資産マネジメントの取組の推進                        ４０，８３４千円    

○将来的な財政負担の縮減や行政ニーズの変化に的確に対応していくため、本市の公共施設等総

合管理計画「かわさき資産マネジメントカルテ」に基づき、施設の最適な維持管理や活用、

ＥＳＣＯ事業の導入によるライフサイクルコスト削減等の取組を推進します。

 ・予防保全による施設の長寿命化の推進

 ・広域的観点及び施設単体の使用価値・市場価値の観点からの資産保有の最適化の推進

 ・多様な効果創出に向けた財産の有効活用の推進

 ※本予算は事務経費であり、資産マネジメントに係る具体的な各局の予算については、97 ペー

ジ以降で御紹介します。

  税務事務の運営及び市税収入確保に向けた取組の推進    １，０２０，９９９千円    

○税制改正に的確に対応するとともに、特別徴収税額決定通知書（納税者用）への秘匿措置の実

施による個人情報保護の強化と課税資料の電子化等による事務の効率化に取り組み、より円滑

で適正・公平な税務行政を執行します。

○納税者の利便性の向上のため、クレジットカード納付を導入します。 

○さらなる初期未納対策のため、「納税お知らせセンター」から納期限経過後の早期の電話に 

   よる納付呼びかけを強化するなど、より一層の市税収入確保に向けた取組を推進します。 

川崎市 IR ニュース

市債発行や投資セミナー開催

時を中心に月１回程度発行

川崎市ホームページ「投資家情報（ＩＲ）」 

http://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/47-4-1-0-0-0-0-0-0-0.html 

ＱＲコード対応の携帯電話

やスマートフォン等からも 

御覧いただけます。 

市が公園、道路、学校、文化施設など身近な公共施設の整備のために必要となる資金

の一部を借り入れるため、定期的に「川崎市債」を発行しています。 

 市債を安心してご購入いただくためにも、個人投資家向けの 

「市債投資セミナー」や機関投資家向け説明会、ＩＲニュース、 

ホームページなどにより、市の取組や財政状況、市債に関する 

情報を積極的に発信しています。 

ＩＲ（投資家向け広報）の取組 

ＱＲコード 

財 政 局 
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　都市計画税は、下水道、公園緑地、道路などの都市計画事業又は土地区画整理
事業に要する費用に充てるために課税される目的税です。
　30年度予算では、対象事業費約523億円に対して、都市計画税の歳入約258
億円を充当しています。

都市計画税の使途
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2255 内） 26101 

  ７，２３５，６４３千円  （対前年度比：△６４．７％）

＜主な事業＞ 

  防犯対策の推進     

 安全・安心なまちづくりの推進 ６３７，８０９千円

○地域における防犯カメラの設置を支援します。

○「防犯灯ＬＥＤ化ＥＳＣＯ事業」によるＬＥＤ防犯灯の維持管理及び新規設置を実施し、町内

会・自治会等の負担やＬＥＤ化による環境負荷の軽減を推進します。 

○かわさき安全・安心ネットワークシステムにより、市民等への迅速な情報配信を行い、防犯意

識の高揚・啓発や犯罪防止を推進します。

  市民参加の促進と多様な主体との協働・連携のしくみづくり     

 市民参加の促進と多様な主体による協働・連携の推進  ２４，９８９千円

○協働・連携ポータルサイト「つなぐっどＫＡＷＡＳＡＫＩ」の運営、プロボノワーカーを活用

した人材マッチング事業の実施など、自分たちのまちを自分たちでつくるための持続的な活動

に向けた環境整備を行います。 

○若者をはじめとした多様な世代・立場の市民による市政への

参加促進に向けた取組を進めます。

○参加と協働による地域課題解決の新たなしくみの構築に向け

て「（仮称）今後のコミュニティ施策の基本的考え方」を策

定します。（拡充）

 町内会・自治会、市民活動団体、ＮＰＯ法人などの活動支援 ２４３，２９０千円

○地域で様々な課題に取り組んでいる市民を応援するため、市内の中間支援組織と連携しながら、

それぞれの市民活動の継続・発展に必要な人材の育成・参加促進、資金調達、活動場所の確保、

情報発信等に向けた支援を実施します。

  平等と多様性を尊重した人権・平和施策の推進     

 人権施策の推進       ３８，５５０千円

○人権を尊重し、共に生きる社会を目指して、平等と多様性（ダイバーシティ）を尊重しながら

人権施策を総合的に推進します。

○ヘイトスピーチの解消に向けて、啓発活動を重点的に実施します。

  男女共同参画社会の形成に向けた施策の推進     

 男女平等施策の推進     １１，０９４千円

 ○男女があらゆる場において、男女平等に関わる人権の侵害を受けることなく、自立して共に働

き、学び、暮らすことができる男女共同参画社会の実現をめざすため、働く場における女性の

活躍やワーク・ライフ・バランスの推進等に向けた取組を進めます。

市 民 文 化 局 

市民参加ワークショップ 
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  市民の文化芸術活動の振興      

 市民文化活動の支援 ４７８，４２５千円

 ○東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会を契機として、誰もが暮らしやすいまちづく

りに向け、文化芸術に親しめる環境づくりを推進します。

  音楽や映像のまちづくりの推進     

音楽のまちづくりの推進  ５８，４６６千円

 ○「音楽のまち・かわさき」推進協議会等の多様な活動団体と協働・連携しながら、幅広い世代

が身近に音楽を楽しめる環境づくりを進め、まちに音楽があふれ、豊かな心を育む、「音楽のま

ちづくり」を推進します。 

川崎シンフォニーホールの整備・運営           １，５４９，５７１千円 

○地域文化の拠点として良質な音楽鑑賞の場を引き続き提供して

いくため、ホールの休館期間（31 年１月 15 日～６月 30 日）に

舞台音響設備、舞台照明設備、舞台機構設備の改修工事を実施

します。（拡充）

映像のまち・かわさきの推進  ３１，７７５千円

 ○「映像のまち・かわさき」推進フォーラムを中心に、映像に関する豊富な地域資源を活用し、

映像に親しむ機会の創出とまちの魅力を発信することで、「映像のまちづくり」を推進します。

  スポーツのまちづくりの推進     

 市民スポーツの推進     ７４，８０５千円

○スポーツ関係団体と連携し、多くの方が気軽に参加できる各種スポーツ事業を実施するととも

に、障害者スポーツ大会の開催や、スポーツセンターにおける障害者のスポーツ参加機会の充

実を図るなど、障害者スポーツの普及促進のための取組を進めます。

 スポーツを活用したまちづくり  ５９，９６８千円

 ○かわさきスポーツパートナーと連携したふれあい教室の開催、公式戦への市民招待の実施、多

摩川を活用したマラソン大会の開催など、スポーツを「する・観る・支える」場の充実を図り、

市民が身近にスポーツに親しめる環境づくりを進めるとともに、スポーツを通じた本市の魅力

を高めるまちづくりを推進します。

スポーツセンター等の管理・運営 １，２１３，２８１千円

○民間活力を活用したＥＳＣＯ事業の導入により、麻生スポーツセンターの空調設備等の省エネ

ルギー化を図りつつ、長寿命化に向けた取組を推進します。

 東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会を契機とした取組の推進  

８７，１００千円

○多様な主体の連携による「かわさきパラムーブメント」を推進するため、「かわさきパラムー

ブメント第２期推進ビジョン」に基づき、誰もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる地域

づくりを進めるともに、英国代表チームの事前キャンプ受入れの準備や英国との交流を推進し

ます。（拡充）

 ○若者文化の発信のため、イベントの支援や環境づくりに向けた検討・調整を行うとともに、ス

トリートカルチャー等が結集した川崎発の世界的な大会を開催します。（新規）

川崎シンフォニーホール 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2320 内） 28101 

  ２７，６８８，１３４千円  （対前年度比：＋１．２％）

＜主な事業＞ 

  防犯対策の推進     

 消費生活の安全の推進   ８０，８９４千円

○消費者行政推進計画に基づき、様々な消費者トラブル等に関する啓発・相談を実施します。

  農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進     

 多面的な機能を有する都市農地の保全の推進    １２，２０４千円

○生産緑地地区の指定要件の緩和などによる指定の拡大を図り、特定生産緑地の指定に向けた調

査を実施するなど、都市農地の保全・活用を推進します。（新規）

  アジアを中心とした海外での事業展開支援の強化     

 経済の国際化への対応の推進 ４７，５６４千円

○川崎市海外ビジネス支援センター（ＫＯＢＳ）により市内企業の海外展開をワンストップで支

援するとともに、海外での商談機会の創出等による企業の販路開拓支援を実施します。 

環境産業のグローバル化の促進                 ４１，８０８千円 

○川崎国際環境技術展の開催や、産学官民連携によるネットワーク「かわさきグリーンイノベー

ションクラスター」を通じて環境技術の発信及び海外移転を推進します。

  魅力と活力のある商業地域の形成     

 地域特性に応じた活力ある商業振興の推進 ３００，５９２千円

○川崎駅周辺地区などの商業エリアにおいて、ブランド力のある商業集積地を形成する取組を行

うとともに、商業者が取り組むイベント等を支援し、更なる集客と賑わいの創出を図ります。

  中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成     

 知的財産戦略の推進                      １４，５６０千円

○他の自治体等と連携して知的財産交流のネットワークを広げ、大企業と中小企業の双方向によ

る技術交流を促進し、企業間連携による新製品開発等を支援します。（拡充）

ものづくり技術の高度化及び販路拡大・開拓の推進       ４５３，６２６千円

○新技術・新製品開発等への支援に加え、展示会への出展等、販路拡大

に係る支援を実施します。

○ＩＣＴ産業と他産業の連携を促進し、ＩＣＴの活用促進の機運醸成を

図り、マッチング支援等、産業活性化に係る支援を実施します。

○市内産業の高度化と地域産業・科学技術振興を実施する（公財）川崎

市産業振興財団の機能強化を図ります。（拡充）

中小企業の経営安定の支援 ２１，６３６，００５千円

○創業支援資金の信用保証料補助率を引き上げ、市内での創業を促進します。また、小口零細対

応小規模事業資金の融資限度額を引き上げ、小規模企業者の持続的発展を支えます。

経 済 労 働 局 
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企業の立地・活動環境の向上                  ８４，７３０千円 

○市内の準工業地域、工業地域において、中小製造業者の工場等の新増設に対する支援を実施し

ます。また、防音・防振・脱臭対策等の操業環境改善に向けた取組に対する支援を実施します。

  都市農業の強みを活かした農業経営の強化      

 持続的・自立的な農業経営の推進と創造 １９，１５７千円

○企業や大学等、多様な主体との連携により、新たな農業価値を創造する取組を進めます。

  ベンチャー支援、起業・創業の促進      

 ベンチャー支援・新産業支援の推進 ４９，６０２千円

○「新川崎・創造のもり」において、最先端技術の事業化に取り組む起業家や、立ち上げ間もな

いベンチャー企業を対象とした短期・集中の成長支援を実施します。（新規）

○多様な主体との連携による起業・創業支援のワンストップ拠点を設置します。（新規）

  地域を支える産業の育成・市内事業者等の新分野への進出支援     

 ウェルフェアイノベーションの推進 ４２，６２７千円

○ウェルフェアイノベーション推進計画に基づき、専門コーディネーターを派遣するなど、フォ

ーラム参加者間のマッチングによる福祉分野の製品開発・サービス創出の支援を実施します。 

  科学技術を活かした研究開発基盤の強化     

 先端科学技術の振興及び産業活動・交流の促進 ３，０３４，７３４千円

○31 年１月の供用開始に向けて、「新川崎・創造のもり」における新た

な産学交流・研究開発施設（ＡＩＲＢＩＣ）の整備を推進します。

○「川崎市コンベンションホール」の供用を 30 年４月に開始し、ビジ

ネス交流の促進によるイノベーションの創出を図ります。

  人材を活かすしくみづくり     

 求職者の特性に合わせた就業機会の提供             ６８，８２６千円

○キャリアサポートかわさきによる総合的な就業支援、コネクションズかわさきによる職業的自

立支援を実施します。

  働きやすい環境づくり

 勤労者福祉の充実                      １１５，１３３千円

○市内中小企業に対して「働き方改革」に係る各種取組に関する支援を実施し、雇用環境の改善

による人材確保及び中小企業の活性化を図ります。（新規）

  川崎の特性を活かした観光の振興     

 観光・集客型産業の育成及び観光資源の創出・育成       １９５，４９２千円 

○観光協会や民間事業者等と連携したプロモーション活動を進めるとともに、

多言語による情報発信ツールを活用して、市内観光の振興を図ります。

○インバウンド戦略の効果的な取組の推進及び川崎インバウンド等誘客推進協

議会等との連携により、国内外からの観光客の受入体制の充実を図ります。 

○住宅宿泊（民泊）事業の適正な運営を確保し、観光客の来訪及び滞在を促進

します。（新規）

ＡＩＲＢＩＣ完成イメージ 

工場夜景 
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川崎フロンターレの選手による
「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」宣言

（小林 悠 選手）

＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2375 内） 29101 

  １９，１５０，３９５千円  （対前年度比：△３．３％）

＜主な事業＞ 

  地球環境の保全に向けた取組の推進     

 地球温暖化対策の推進   １１９，６５０千円

○「地球温暖化対策推進計画」に基づく取組を推進します。

・川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）のネットワ

ークを活用した「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ（※）」をはじめ

とする協働の取組

 ※ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ（クールチョイス）

温暖化対策のための省エネ・低炭素製品、サービス、行 

動などあらゆる「賢い選択」を促す国民運動

・かわさきエコ暮らし未来館での環境教育・学習の実施と東

 京２０２０オリンピック・パラリンピック大会を契機とし

た魅力向上に向けた取組の推進

・低ＣＯ2 川崎ブランド、川崎メカニズム認証制度による低炭素技術の普及促進

・事業活動地球温暖化対策計画書・報告書制度などによる事業者の環境配慮の促進

・近隣自治体等と連携した次世代自動車（電気自動車、燃料電池自動車等）の普及促進

・環境配慮型ライフスタイルの普及促進によるエコドライブの推進

 環境エネルギー施策の推進  ４８，４５４千円

○低炭素社会の構築や自立分散型エネルギーの確保に向け、創エネ・省エネ・蓄エネの総合的な

取組を推進します。

  ・家庭部門における地球温暖化対策をさらに推進するとともに、災害時等にも有効な蓄電機能

の強化を図るため、建物全体でエネルギーを効率的に利用するネットゼロエネルギーハウス

（ＺＥＨ：ゼッチ）をはじめ、エネルギー管理装置と併せて導入する太陽光発電、家庭用燃

料電池、蓄電池、さらに電気自動車の蓄電機能を活用し電力を住宅と融通するＶ２Ｈ（Vehicle 

to Home）の導入を支援（拡充）

  ・中小規模事業者における地球温暖化対策を推進するため、省エネ診断から省エネルギー設備

の導入までの取組を支援

グリーンイノベーションの推進           １４，８９１千円

○「川崎市グリーン・イノベーション推進方針」に基づく取組を推進します。 

・環境技術を活かしたグリーンイノベーションの取組

・展示会への出展などによるグリーンイノベーションの取組の発信 

スマートシティの推進    ８，４８４千円

○低炭素で持続可能な社会の構築に向けて、スマートシティの取組を推進します。

・エネルギーの効率的な利用や市民生活等の利便性・快適性の向上、安全・安心の確保に向け

た取組

環 境 局 
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地域環境対策の推進

 大気・水環境等に係る地域環境対策事業の推進 １８３，９４０千円

○大気環境改善及び水環境保全に係る取組を推進します。

・窒素酸化物の削減に向けた対策の推進

・工場及び事業場の監視・指導や、自動車排出ガス対策などによる排出量削減対策

・水環境の保全、市民が水環境に親しむ取組の推進

 持続可能な循環型のまちをめざした取組の推進

 廃棄物発電ごみ収集車等導入事業の推進             ７１，６２２千円 

○廃棄物発電を活用した「ゼロ・エミッション

システム」の促進に向けた取組を実施します。（新規）

・電池交換型ＥＶ（Electric Vehicle）ごみ収集車

及び電池交換用ステーション等の導入

・ＥＶごみ収集車による収集業務の実施

減量リサイクルの推進                     ２４５，７６４千円 

○ごみの減量化・資源化に向けた取組を推進します。

・普及啓発・環境学習の継続実施

・資源集団回収事業の実施

・生ごみの減量化・リサイクルの取組

・資源物の拠点回収事業の実施

・地域環境美化の推進

資源物・ごみ収集事業の推進       ３，１９２，１７１千円

○ごみの減量化・資源化と合わせて、効率的・効果的な収集運搬を実施します。

 ・資源物の収集運搬業務委託を引き続き実施

 資源物・ごみ処理事業の推進       ４，２０６，４７３千円

○ごみの適正かつ安定的な焼却処理を引き続き実施します。 

○資源物の資源化処理を委託により引き続き実施します。 

○放射性物質が検出され、一時保管を行っているごみ焼却灰については、試験的埋立を引き続き

実施します。 

廃棄物処理施設等の整備 ２，４０９，０３７千円

○廃棄物処理施設等を安定的に稼働させるための予防保全的な補修・整備を実施し、長寿命化を

図ります。 

・浮島処理センターの基幹的施設整備計画の作成等 

○廃棄物処理を適正かつ安定的に行うため、処理施設等の建替計画を推進します。

・橘処理センターの建替えに向けた解体撤去工事及び建設工事の実施

・堤根処理センターの建替えに向けた基本計画の作成等 

・入江崎クリーンセンターの移転に向けた基本計画の作成等

イメージ図 

生ごみ減量のための３きり 
（使いきり・食べきり・水きり）の推進
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2615 内） 32101 

  １４５，７６３，５２３千円  （対前年度比：＋３．４％）

＜主な事業＞ 

  総合的なケアの推進                                          

 地域包括ケアシステムの推進     （介護保険事業特別会計含む）７５，６７８千円

○川崎らしい都市型の地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域

包括ケアシステム連絡協議会の充実を図るとともに、情報を幅広

く発信することで、市民や事業者、関係機関・団体等の理解度の

向上と意識の醸成に取り組みます。

○市民による地域活動の活性化や課題解決に向けた新たな仕組みの

構築などの支援の強化に取り組みます。（拡充）

災害救助その他援護事業の推進 ４０，５９７千円

○災害時における医療・福祉拠点の機能強化に向けた取組を推進します。（拡充）

・病院等の関係機関との情報連携、調整機能の整備に向けた取組

・二次避難所の充実に向けた備蓄品の整備

 自立生活に向けた取組の推進      

 生活保護自立支援対策事業の推進 ２５８，２９９千円

○生活保護受給世帯の子どもに対する学習支援の実施場所を 11 か所から 12 か所に増やすことに

より、より通いやすい環境づくりを進め、利用の拡大を図ります。（拡充） 

生活保護業務の実施      ６０，１５５，５７６千円

○生活に困窮する市民に対して、最低限度の生活を保障するため生活保護費を支給します。また、

レセプト点検を強化することにより、医療扶助費のさらなる適正化を推進します。

生活困窮者自立支援事業の推進 １７６，１３３千円

◯主に失業により経済的に困窮している市民に対し、だいＪＯＢセンターで早期に困窮状態から

脱却できるよう経済的・社会的自立に向けた支援を行います。

  高齢者福祉サービスの充実     

 福祉人材確保対策事業の推進                  １７３，１８８千円

○外国人介護人材の定着支援として各種研修やメンタルケアの取組を実施します。（拡充）

高齢者の多様な居住環境の整備               ２，６９３，７７７千円

○要介護高齢者の今後の増加を踏まえ、特別養護老人ホーム等の介護サービス基盤の整備を進め

ます。

○特別養護老人ホームにおける、入居申込者管理システムの整備を進めます。（拡充）

○要介護高齢者の在宅生活を支えるケアの中核となる「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」や

「（看護）小規模多機能型居宅介護」等の、地域に密着した介護サービスの整備を進めます。

かわさき健幸福寿プロジェクトの実施               ２７，８１９千円 

○要介護度等の改善・維持の成果を上げた介護サービス事業所に報奨金等のインセンティブを付

与する「かわさき健幸福寿プロジェクト」を実施し、取組意欲の向上を促します。

健 康 福 祉 局 
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高齢者が生きがいを持てる地域づくり    

いこいの家・いきいきセンターの運営   ７９７，００２千円

○多世代交流を促進し、高齢者の生きがい・健康づくりの場や青少年の

健全育成の場づくりに向けた取組を進めます。

・こども文化センターとの連携モデル事業の充実（拡充）

  障害福祉サービスの充実

障害者日常生活支援事業の推進    ７，７２８，１４７千円

 ○肢体不自由の方向けのグループホームの整備に対する補助の充実を図ります。（拡充）

施設障害福祉サービス事業の実施             １３，９９８，４８７千円

 ○障害者総合支援法の改正により、障害者の就労定着や一人暮らしを支援するため、相談や指導・

助言、関係機関との連絡調整などを行うサービスが始まります。（新規）

発達障害児・者支援体制整備事業の推進                          ７３，６６６千円 

○発達障害者の保護者によるペアレントメンター事業や、かかりつけ医等への発達障害に関する

研修を新たに実施するなど、発達障害のある方への支援の充実を図ります。（拡充）

  障害者の自立支援と社会参加の促進                           

障害者就労支援の推進                      ２２０，１２５千円 

○主に精神障害者を対象とした短時間雇用創出プロジェクトを本格実施し、一般就労移行のさら

なる推進を図ります。（拡充）

  健康で快適な生活と環境の確保      

予防接種の実施  ４，０４５，９４６千円

 ○各種定期予防接種を実施し、感染症の予防及びまん延の防止を図ります。

 動物愛護事業の推進 ８６９，０４３千円

 ○人と動物の共生する社会を実現するため、動物愛護と適正な飼養に係る普及啓発

の拠点として動物愛護センターの再編整備を行います（31 年２月開所予定）。

  確かな安心を支える医療保険制度等の運営 

指定難病対策事業の実施                 １，３６３，６３１千円 

 ○神奈川県から権限移譲を受けて指定難病の医療費助成を実施します。（新規）

  医療供給体制の充実・強化                      

救急医療体制確保対策事業の推進                ９８２，９６９千円 

○休日や夜間における診療や重症・重篤患者に対する医療を適切に提供し、周産期医療を含めた

救急患者の円滑な受入体制の確保等を図ります。

看護師確保対策事業の推進                   １６０，６７８千円 

○看護人材の安定的な確保のため、市立看護短期大学の四年制大学化に取り組みます。（新規）

 生き生きと暮らすための健康づくり 

 がん検診等の実施           ２，３８７，３８８千円

○がんで亡くなる方を減らすため各種がん検診を実施するとともに、コールセンターや成人検診

業務管理システムを活用した個別受診勧奨などの取組を進め、受診率の向上を図ります。

-48-



＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-3733 内） 43101 

  １１１，４２１，６９１千円  （対前年度比：＋６．７％）

＜主な事業＞ 

  子育てを社会全体で支える取組の推進    

 地域における子育て支援の推進      ５８３，５７７千円

○地域や社会全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援センター事業やふれあい子育て

サポート事業等を実施します。

○川崎市子ども・子育て支援事業計画の次期計画策定に向けた見直しのために、子ども・子育て

支援に関する調査（利用希望把握調査）を実施します。

 小児医療費の助成                     ４，６８５，６４４千円

○子どもの健全な育成や子育て家庭における経済的負担の軽減を図るため、入通院に係る医療費

の自己負担分を助成します。

○本制度の運用状況に関する分析及び検証を進め、入院医療費助成（中学３年生まで）について、

所得制限廃止に向けた取組の検討を行います。 

  質の高い保育・幼児教育の推進    

 認可保育所等の受入枠の拡大               ４７，０２１，８２８千円 

○認可保育所の新設等により保育受入枠の拡大を図ります。（拡充） 

  ・323 か所 25,575 人 → 349 か所 27,235 人（26 か所 1,660 人増） 

○地域型保育事業の新設等により保育受入枠の拡大を図ります。（拡充）

・60 か所 706 人 → 64 か所 792 人（４か所 86 人増） 

 ○民間保育所職員等への総合的な処遇改善を推進します。 

・経験年数７年目以上の職員を対象とした、国の処遇改善等加算の 

的確な反映のための時限的な対策の実施（拡充） 

・保育士等キャリアアップ研修の実施（６分野）（新規） 

・処遇改善等加算の職員給与への反映に係る確認手法の構築（新規） 

○低年齢児の定員を超えた受入に取り組む保育所に対し、保育補助者の雇上要件緩和と補助基準

のさらなる充実を図ります。（拡充） 

○待機児童解消の継続を図るため、昨年度に続き、年度限定型保育事業を実施します。（拡充） 

  ・16 か所 90 人分 → 16 か所 128 人分（38 人増） 

 ○小規模保育事業等の卒園児受入を円滑化するため、サテライト型小規模保育事業を推進します。

（新規） 

 ○多様な保育ニーズに対応するため、認可保育所における一時保育事業を拡充します。（拡充）

 ・70 か所 → 74 か所（４か所増）

 認可外保育施設への支援の充実                      ４，５４４，３２３千円 

○川崎認定保育園職員の処遇改善及び利用者への保育料補助を実施します。（拡充）

・助成対象者 4,322 人分 → 4,653 人分（331 人分増）

 ○認可化移行を支援する取組を実施します。（新規）

○病児・病後児保育施設職員の処遇改善と病児保育施設の職員配置を充実します。（拡充）

保育園の様子 

こ ど も 未 来 局 
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幼児教育の推進                      ４，１９４，５５３千円 

○幼稚園の認定こども園化を推進し、保育受入枠の拡大を図ります。（拡充） 

 ・４園 305 人 → ７園 455 人（３園 150 人増）※保育認定に限る

 ○幼稚園での保育ニーズに対応するため、預かり保育の長時間化・通年化を推進します。（拡充） 

 ・保育所並みの預かり保育の推進 ２園 → ６園（４園増） 

保育士確保対策の充実                     ５７６，４８９千円 

○市内で行う地域密着型の就職相談会を拡充し、マッチング機能を充実させます。（拡充）

○遠隔地の学生等の誘致のため、県外の保育士養成施設訪問事業を拡充し、出張型就職相談会を

新たに実施するとともに、保育士宿舎借上支援事業を継続して実施します。（拡充） 

○保育士の資格取得を促進するため、資格取得者への学習費補助制度等を拡充します。（拡充） 

認可保育所等の整備の推進                 ５，１１６，３９８千円 

○31 年度の保育受入枠の拡大に向けて、認可保育所や小規模保育事業所の整備を行います。 

 ・2,011 人分（認可保育所 33 か所 1,840 人、小規模保育事業所９か所 171 人） 

○認可保育所整備促進のため、民間保育所施設整備費等補助金の補助単価を改定します。（拡充）

  子どものすこやかな成長の促進    

 母子保健指導・相談の推進                   １７９，９６３千円 

○育児に対する負担感が大きい母子を対象に、助産所等を活用して心身のケアや育児のサポート

を行うとともに、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を実施します。 

こども文化センター・わくわくプラザの運営         ３，６９７，０４０千円 

○学校の夏休み等の期間において、わくわくプラザの朝の開所時間延長に向けた試行的な取組を

実施します。

  子どもが安心して暮らせる支援体制づくり    

児童虐待防止対策の推進                    ５０７，８７４千円

○児童及びその家庭に対する包括的な支援を強化するため、児童相談所及び区役所・支所をネッ

トワークでつなぐ「（仮称）児童相談システム」を開発・導入し、迅速な支援を実施します。 

児童養護施設等の運営                   ３，３３０，８２５千円 

○社会的養護を必要とする児童が円滑に社会的自立を果たすことができるよう、就労や生活に関

する相談支援等を実施します。（新規）

○新たに設置する「子ども・若者応援基金」を活用して、里親家庭や児童養護施設などで生活す

る子どもへの学習・進学等の支援を実施します。（新規） 

里親制度の推進                         ３４，３４８千円 

○新たな担い手の確保に向けた広報・普及啓発や、里親への児童委託後の支援を充実し、制度の

一層の推進を図ります。（拡充） 

ひとり親家庭の生活支援                  ４，０３６，３２９千円 

○ひとり親家庭が安心して自立した家庭生活を送れるよう、児童扶養手当や医療費助成等の経済

的支援、各種の相談や講座、就職に有利な資格取得の支援等を実施します。また、子どもの将

来の自立に向けて、学習習慣を含めた生活習慣の習得や親の孤立防止に向けた支援を行います。

頑張る子ども・若者を応援するため「子ども・若者応援基金」を創設します.（新規） 

積立額 ３５，０００千円 

-50-



コミュニティバス 

（高石地区） 

＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2939 内） 35101 

  ２５，８２３，４２６千円  （対前年度比：△１．０％）

＜主な事業＞ 

  魅力にあふれた広域拠点の形成     

 川崎駅周辺地区の整備 ３，０３４，３７２千円 

○民間活力を活かしながら、本市の玄関口としてふさわしい都市機能の誘導・都市基盤の整備等

を進め、多様な賑わいや交流が生み出す魅力と活力にあふれた広域拠点の展開を推進します。 

・京急川崎駅西口街区等における民間開発の誘導と基盤の再編整備の推進

・川崎駅周辺の公共空間の有効活用に向けた社会実験の実施（新規）

・民間既存建物ストックの有効活用に向けたリノベーションの誘導・支援（新規）

小杉駅周辺地区の整備   ２，０４２，４９９千円

○民間開発の適切な誘導と支援により、都市型住宅・商業施設・公共施設等がコンパクトに集積

した広域拠点の形成を図ります。

 ・小杉町３丁目東地区市街地再開発事業（31 年度完成予定）

 ・武蔵小杉駅及び駅周辺の交通機能強化の推進（混雑緩和対策の効果検証）

新百合ヶ丘駅周辺地区の整備                   ５，２８６千円

○横浜市営地下鉄３号線延伸の進捗など周辺環境等の変化を見据えた土地利用転換の誘導と交

通結節機能の強化に向けたまちづくりの方向性を検討します。

個性を活かした地域生活拠点等の整備

 登戸土地区画整理事業の推進 ７，３７０，９０６千円

○登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区について、集団移転手法を活用した事業展開により土地区画整理

事業の早期完成を目指し、魅力ある地域生活拠点の形成を推進します。

鷺沼駅前地区の再開発事業の推進 ２４，０００千円

○民間活力を活かしながら、駅を中心に様々なライフスタイルに対応した都市機能集積及び交通

結節機能の強化を推進します。

広域的な交通網の整備

 鉄道ネットワークの形成       １２１，３４４千円

○鉄道ネットワークの形成に向け、鉄道事業者等と連携した取組を推進します。

・横浜市営地下鉄３号線延伸に向けた調査の実施 等

身近な交通環境の整備

 身近な地域交通環境の整備 １５，９１８千円

○「川崎市総合都市交通計画」に基づき、身近な地域で安全・ 

快適に生活できるよう、地域交通環境の整備を推進します。 

  ・コミュニティ交通の導入支援（白幡台、岡上西等） 

・本運行地区の継続支援（高石、長尾台） 

  ・高齢者外出支援補助金の増額（拡充） 

ま ち づ く り 局 
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  地域の主体的な防災まちづくりの推進     

密集市街地の改善に向けた重点対策の推進       ８１，８３２千円 

○老朽木造住宅等が密集し、大規模地震時に人的・物的被害が特に大きいと想定される不燃化重

点対策地区において、老朽建築物の解体工事や燃えにくい建築物の新築工事等への助成などの

取組により、火災延焼被害を低減する対策を推進します。

防災まちづくり支援の推進                   １０，０００千円 

○災害時に大きな延焼被害等が想定される地区において、防災専門家やコンサルタント派遣を行

いながら、防災意識の醸成や自助・共助（互助）による地域主体の防災まちづくりを推進し、

地域防災力の向上による災害に強いまちづくりを支援します。

  まち全体の総合的な耐震化の推進     

 民間建築物等の耐震化の推進 ３７７，２４３千円

○木造住宅や民間マンション、特定建築物等について、耐震診断・改修工事等の助成を行うとと

もに、擁壁の改修等に対する宅地防災工事等への助成などの取組により、災害に強いまちづく

りを推進します。 

・木造住宅の耐震診断・耐震改修工事への助成

・耐震診断を義務化した通行障害建築物をはじめとした特定建築物等の耐震診断・耐震改修工

事への助成 

  ユニバーサルデザインのまちづくりの推進     

 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 ５８，７００千円

○鉄道駅へのホームドア等の整備や、ユニバーサルデザインタクシーの普及を促進します。

ＪＲ南武線の駅アクセス向上 ５８０，３４２千円

○ＪＲ南武線武蔵溝ノ口駅以北の片側改札口の５駅について、誰もが利用しやすい交通環境の整

備を推進します。 

 ・稲田堤駅及び津田山駅の橋上駅舎化並びに中野島駅の暫定的な臨時改札口に関する取組等 

  誰もが暮らしやすい住宅・居住環境の整備     

 住宅施策の推進 ６，３９６，２９８千円 

○市営住宅等の適正な管理運用、既存の民間賃貸住宅を活用した入居支援等を進めるとともに、

「住宅基本計画」に基づき、社会経済状況の変化に対応した誰もが安心して暮らせる住宅施策

を推進します。

 ・空き家を活用した交流の場づくり等（モデル事業）の実施（多摩区・麻生区）

  ・「市営住宅等ストック総合活用計画」に基づく、市営住宅の建替え（久末住宅ほか２団地）

  安全で安心して快適に暮らせる計画的なまちづくりの推進     

 庁舎等建築物の長寿命化対策事業 ２，７８２，０９５千円

○計画的で適切な施設保全により、庁舎等建築物の長寿命化を推進します。 

 ・庁舎等建築物の劣化状況の管理、詳細調査、工事の優先度判定の実施 

  ・庁舎等建築物の長寿命化設計・工事の実施 

  ・大規模施設における中長期保全計画の策定・更新等 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2785 内） 38201 

  ３５，１５２，８４７千円  （対前年度比：＋１．１％）

＜主な事業＞ 

地域の生活基盤となる道路等の維持・管理                           

道路、河川等維持補修事業の推進             １，９２２，６０５千円 

○道路等について、適切な維持管理を計画的に実施することにより、道路交通の安全を確保し、

市民の快適な生活環境を維持します。

○河川等について、河川維持管理計画に基づき、適切な維持管理を実施することにより、河川の

治水安全度を確保し、市民の安全で快適な生活環境を維持します。

 安全・安心な暮らしを守る河川整備 

 五反田川放水路の整備                  １，６００，８３８千円 

○五反田川の洪水全量を地下トンネルで直接多摩川に放流する放水路の整備を引き続き実施し、

洪水被害の軽減を図ります。 

河川改修事業等の推進                    ５２１，８１０千円

○水害から市民の生命・財産を守るため、平瀬川支川等の未改修箇所について、時間雨量 50mm の

降雨に対応する改修を進め、治水安全度の向上を図ります。 

○河川護岸の老朽化対策として、平瀬川の護岸改修を進めます。 

交通安全対策の推進

 安全施設整備の推進                     ６１０，９９６千円

○歩行者の安全確保や道路交通の円滑化を図るため、歩道の設置や横断防止柵の補修等を実施し

ます。また、舗装のカラー化や見通しの悪い交差点の形状変更等の改良を実施します。 

○東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会の開催に向けて、様々な来訪者にとってさら

に道路標識が分かりやすいものとなるよう、英語表記の改善等を推進します。（新規）

放置自転車対策の推進                  １，５５９，６２９千円 

○自転車等の放置を防止し、歩行者の通行の安全や災害時における緊急活動の場の確保を図るた

め、駐輪場を整備し、駐輪場の利用促進や放置自転車の撤去等を実施します。また、川崎駅東

口周辺地区において、自転車通行環境の構築を含めた総合自転車対策を推進します。 

 身近な交通環境の整備   

 自転車通行環境整備等の自転車活用に向けた取組の推進      ３５，６０２千円 

 ○自転車事故多発箇所等への通行環境整備を進めるとともに、道路利用者のさらなる安全性・快

適性の向上を図るため、自転車ネットワークの構築に向けた取組等を進めます。 

協働の取組による緑の創出と育成

 都市緑化の推進や公園緑地の管理運営の推進          ３１７，０４１千円 

 ○緑あふれる都市環境の向上をめざし、市民の植樹運動など、市民、事業者、ＮＰＯ等との協働

により、緑を創出するさまざまな取組を進めます。 

建 設 緑 政 局 
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魅力ある公園緑地等の整備

公園緑地等の整備                      ８８７，０４６千円 

○大規模公園やその他の公園緑地について、整備や民間活力の導入に向けた取組等を推進します。 

○夢見ヶ崎動物公園の魅力向上のための整備に向けた取組を推進します。（新規） 

等々力緑地の再編整備                  ３，６５４，２１６千円 

○「等々力緑地再編整備実施計画」に基づき、等々力緑地の再編整備を推進し、緑地内の施設の

充実を図ります。また、民間活力導入に向けた取組を推進します。 

・硬式野球場整備の推進 

・陸上競技場第２期整備に向けた取組の推進 

・民間活力の効果的な活用に向けた検討の実施 

○英国オリンピック・パラリンピック代表チームの事前キャンプ 

受入れに向け、等々力陸上競技場の改修を行います。（新規） 

多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進   

多摩川緑地の魅力向上や協働による多摩川の魅力発信      ２９４，６４９千円 

○「川崎市新多摩川プラン」に基づき、多摩川緑地のサイクリングコース 

の延伸等の整備及び維持管理を行います。 

○市民との協働や流域自治体との連携により、環境学習や体験活動の取組 

を推進し、様々な機会を通して多摩川の魅力を発信します。 

 臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備

 羽田連絡道路の整備推進                 ４，８７５，８８８千円 

○羽田空港周辺地域及び京浜臨海部の連携を強化し、成長戦略拠点の形成を図るため、キングス  

カイフロントと羽田空港を結ぶ、羽田連絡道路の整備を推進します。 

広域的な交通網の整備

 広域幹線道路網の整備推進                  ５４７，１６４千円 

 ○市内の都市機能強化を図るため、国道 357 号等の国直轄道路の整備促進や川崎縦貫道路関連調

査など、広域幹線道路網の整備に向けた取組を実施します。   

 市域の交通網の整備

 道路改良事業の推進                   ６，２９８，２９３千円 

 ○広域拠点や交通結節点の機能強化、骨格的な幹線道路ネットワークの形成を図るため、国道 409

号や都市計画道路世田谷町田線等の幹線道路の整備を推進します。 

 ○早期に効果の発現が期待できる交差点改良などの緊急渋滞対策を推進します。 

 橋りょう整備事業の推進                   ７９０，２６２千円 

 ○交通の円滑化、利便性の向上や防災機能の強化を図るため、（仮称）等々力大橋等の整備を推進

するとともに、末吉橋の架替工事に着手します。（拡充） 

 連続立体交差事業の推進                 ５，１３８，８９１千円 

 ○道路交通の円滑化、環境の改善及び地域分断の解消等を図るため、連続立体交差化を進めます。 

・京浜急行大師線１期区間（小島新田駅～東門前駅間）の連続立体交差化に向けた整備 

（30 年度 産業道路立体交差化、31 年度 当該区間完成予定） 

・ＪＲ南武線（矢向駅～武蔵小杉駅間）の連続立体交差化に向けた取組 

環境学習の様子 

等々力陸上競技場 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-3048 内） 41101 

  一般会計 ６，３８４，３７６千円  （対前年度比：△２１．４％）

  港湾整備事業特別会計 １５，７１０，９２１千円  （対前年度比：＋５６５．７％）

＜主な事業＞ 

  災害・危機事象に備える対策の推進            

港湾・海岸の防災・減災対策の推進         一般会計 １８１，３１６千円 

 ○緊急物資等の輸送を円滑かつ確実に行うため、 

緊急輸送道路の液状化対策（段差発生の抑制） 

を実施します。 

○津波・高潮発生時の内陸部への浸水対策及び 

操作員の安全性を確保するため、海岸保全施設 

の改良を実施します。 

広域連携による港湾物流拠点の形成 

コンテナターミナルの利用促進・活性化          一般会計 ２，８８５千円 

港湾整備事業特別会計 １，９３９，４９２千円 

○増加するコンテナ貨物に対応するため、コンテナ 

 ターミナル内のヤード整備を行うとともに、老朽 

化した荷役機械（トランスファークレーン）を更 

新します。また、ヤード内の荷役の安全性を確保 

するため照明設備の整備を実施します。 

○国際コンテナ戦略港湾である京浜港（川崎港、東 

 京港、横浜港）の国際競争力強化に向けた取組の 

一環として、新規荷主の獲得・航路の維持拡大等 

を目的とする「川崎港利用促進コンテナ貨物補助 

制度」を実施します。 

○横浜川崎国際港湾・川崎臨港倉庫埠頭共同事業体によるコンテナターミナル指定管理について、

利用料金納付金制を導入し、指定管理者による自立的なターミナル経営と、利用者サービスの

向上を図ります。 

港湾施設の整備・維持管理               一般会計 ６８７，４３０千円 

○高度経済成長期を中心に整備した護岸や係留施設等の港湾施設の老朽化に対応するため、維持

管理計画に基づき、定期的に点検を実施し、その結果を踏まえ、当該計画の更新及び補修工事

を行います。

川崎港海底トンネルの改修・維持管理          一般会計 ２９４，４３９千円  

○東扇島と市街地を結ぶ唯一の連絡路である川崎港海底トンネルについて、災害時における緊急

輸送道路として機能を維持するため、トンネル本体の改良及び付帯設備の改修を行います。

港 湾 局 

海岸保全施設の改良 

川崎港コンテナターミナル 
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臨港道路東扇島水江町線整備の推進        一般会計 ２，４９０，２７５千円 

                    港湾整備事業特別会計 １２，７１２千円 

 ○交通需要の増加に対応する新たな交通機能の確保及び臨海部の災害時における輸送ルートの代

替手段の確保を目的として、国の直轄事業による臨港道路東扇島水江町線の整備を推進します。

また、関連事業として、関係道路の改良工事を実施し、交通需要に合わせた整備を推進します。 

ポートセールス事業等の推進               一般会計 ２，３３８千円 

港湾整備事業特別会計 ３５，１４８千円 

○荷主等を対象に国内外でセミナーを実施するなど、中国・東南アジア方面との新規航路開設や

既存航路の安定化に向けたポートセールスを官民一体となって推進します。 

東扇島堀込部土地造成事業の推進  港湾整備事業特別会計 ６，６５２，２１０千円

○川崎港の物流機能強化に資する港湾関連用地、ふ頭用地を確保するため、海面埋立に必要な護

岸整備を行います。（拡充） 

市民に開かれた安全で快適な臨海部の環境整備 

魅力ある緑地・親水空間の形成            一般会計 ３９８，９３６千円    

○平常時は人工海浜やバーベキュー広場など、港に集う人々の憩いの場として、また災害発生時

には基幹的広域防災拠点としての機能を有する東扇島東公園の適切な維持管理を行います。ま

た、開園 10 周年を記念したイベント等を行います。

○みなと祭りや夜景ツアー等の拠点として、市民に親しまれている川崎マリエンの適切な維持管

理を行います。 

○オリンピックを目指すビーチバレーボール選手の強化拠点である川崎マリエン内ビーチバレ

ーコートの維持を行います。 

○新たな港の賑わいの創出や地域の活性化が期待されるクルーズ船（ホテルシップ等）の誘致と

ともに、岸壁など受入施設の安全評価等の調査を行います。（拡充）

○市民と港で働く人々が安らげる港湾空間の形成を目指し、港湾緑地整備を推進します。

浮島２期地区埋立事業の推進            一般会計 ７８１，４６２千円 

○市内公共工事から発生する建設発生土等を受け入れている浮島２期廃棄物処分場の埋立護岸

の維持管理及び適正な埋立作業を行います。 

川崎港航空写真 

人工海浜（東扇島東公園） 

ビーチバレー

川崎市長杯 

川崎みなと祭

©JBV 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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＜予 算 額＞   問合せ先：臨海部事業推進部 200-3738 内） 42101 

  ８６９，８７３千円  （対前年度比：＋４１．７％）

＜主な事業＞ 

  臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備     

臨海部の活性化推進 ３７，４５０千円

○「臨海部ビジョン」に位置づけたリーディングプ

ロジェクトの各取組を推進することなどにより、

「目指す将来像」の実現に向けた取組を推進し

ます。また、臨海部の動向把握及び適切な土地利

用誘導を行います。

○川崎臨海部の市民認知度・理解度の向上を図る

ため、立地企業の先端的な取組を紹介するニュ

ースレターなどを発行するとともに、企業と連

携し市内学校への学習機会の創出に向けた取組

を推進します。

国際戦略拠点地区の整備推進 ３１５，７８３千円

○キングスカイフロントの魅力ある拠点形成を進めるため、良好な景観形成、研究者等の交流の

促進や国内外からの来訪者の利便性に配慮した機能導入など、国際戦略拠点にふさわしい高水

準・高機能な拠点整備の取組を推進します。

○キングスカイフロントの持続的な発展に向けて、国の「リサーチコンプレックス推進プログラ

ム」等を活用しながら、異分野融合研究、人材育成及び事業化支援によるイノベーション創出

に取り組むとともに、産学・産産連携など拠点活動の活性化を通じた地域産業への波及を促進

します。また、移転・拡充するマネジメントセンターの交流スペースなどを活用し、立地機関

等により構成する協議会を通じて、域内外の交流・連携促進などを行います。

○羽田連絡道路の整備を契機に、羽田空港周辺地区と本市を結び、また、キングスカイフロント

と羽田空港跡地地区との連携を強化し、一体的な成長戦略拠点の形成を支えるバス等の新たな

交通ネットワークについて検討します。

 サポートエリアの整備推進      １５９，８８１千円 

○産業道路駅周辺地区において、キングスカイフロントをはじめとした臨海部へのアクセス性を

高め、交通機能を強化する駅前交通広場の整備に向けた取組を進めます。

○塩浜３丁目周辺地区において、「塩浜３丁目周辺地区土地利用計画」に基づき、市有財産の有効

活用や地区の価値を高める基盤整備など臨海部の活性化に向けた取組を進めます。

臨 海 部 国 際 戦 略 本 部 

力強い産業都市づくりを担う川崎臨海部 
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戦略拠点の形成推進 １０，１２７千円

○臨海部第１層（産業道路から運河へ至るまでのエリア）を中心としたエリアにおける高度かつ

最先端の研究開発や価値の創出に向けた機能転換を図るための検討を進めます。また、南渡田

周辺地区（浜川崎駅周辺地域）において、臨海部の機能転換を牽引する新産業創出拠点の形成

に向けた土地利用の検討を進めます。（拡充）

交通ネットワークの形成推進 ２１，１５０千円

○臨海部の環境変化などに対応する交通機能のあり方を検討するとともに、臨海部の持続的な発

展を支え価値を向上させる交通機能の強化を図るため、川崎アプローチ線等の臨海部の新たな

基幹的交通軸整備の具体化に向けた取組などを進めます。（拡充）

  ナノ医療イノベーションの推進     

 ナノ医療イノベーションの推進 ３０４，７２６千円

 ○ナノ医療イノベーションセンター（ｉＣＯＮＭ）

の運営支援を通じて、がん細胞のみに取り込ま

れる機能を持たせたウイルスサイズのカプセル

「ナノマシン」による新しいがんの治療法など

の研究成果の実用化を進めます。

  「川崎水素戦略」に基づく取組の推進     

「川崎水素戦略」に基づく取組の推進 １１，５００千円

○水素エネルギーの積極的な導入と利活用による

「未来型環境・産業都市」の実現に向けて、国や

関係自治体、企業等多様な主体と連携した水素・

燃料電池のリーディングプロジェクトを創出・

推進します。

○利用者のニーズに合った水素を安定的に臨海部

及び周辺地域に供給するため、水素パイプライ

ンの活用等による新たな水素ネットワークの構

築に向けた取組を推進します。

ナノ医療イノベーションセンター（ｉＣＯＮＭ）

使用済プラスチック由来低炭素水素を 

エネルギー利用する水素ホテル 

（川崎キングスカイフロント 東急ＲＥＩホテル） 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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改築後の消防出張所（イメージ） 

＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 223-2501 内） 48101 

  １６，３９１，１１１千円  （対前年度比：△８．３％）

＜主な事業＞ 

  消防力の総合的な強化     

 消防庁舎等の整備 ５３７，３７７千円

○老朽化した多摩消防署宿河原出張所について、32 年度の救 

急隊の増隊に合わせ、機能の見直しや充実を行い、消防隊 

と救急隊の２隊が運用可能な庁舎として改築を行い、消防 

庁舎の防災拠点機能を強化します。（新規） 

（30 年度設計、31 年度工事） 

○狭小で老朽化した中原消防団住吉分団市ノ坪班器具置場を 

移転改築し、防災拠点機能を強化します。 

（30 年度設計、31 年度工事） 

○ヘリコプター活動拠点としての機能強化を目的とした東京

ヘリポート内の航空隊庁舎改築の一環として、旧庁舎の解

体作業を実施します。

 消防指令体制の整備   ５８７，３９５千円

○１１９番通報を受ける指令システム機器の管理を適正に行う

とともに、消防署・出張所の通信機能の維持・向上を図るた

め、老朽化した指令システム非常用発電機の更新整備を実施

し、消防指令体制を強化します。 

○消防・救急無線の安定稼働を確保するため、無線局（固定） 

の再整備に向けて実施設計を行います。 

消 防 局 

消防指令センター 

完成した航空隊新庁舎 

救急車の適正利用にご協力を！ 
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 消防団活動の充実強化 ２０５，８０８千円

○消防団員が災害・訓練・警戒活動や市民への訓練指導を行う

際に着用する作業服等の個人装備品や、災害現場活動を行う

際に必要となる資器材を貸与・配置します。

○通常の装備品に加え、風水害等の災害現場での安全確保や救

助活動に使用する救命胴衣を貸与し、装備品の充実強化を図

ります。

○消防団活動補助金を活用して２年に１度開催される川崎市消

防団操法大会において、市内８消防団が日頃の訓練成果を競

い合うことで消防団員の技術向上を図り、大規模災害時にお

ける地域防災力を強化します。

消防艇の整備・維持管理 ５５８，７５８千円

○就航後 28 年が経過した消防艇「第５川崎丸」の老朽化対策

として、海上や沿岸での災害に対応できる消防ポンプ、高所

への消火活動が可能な伸縮放水塔、ヘリコプターと連携した

救助・救急活動を実現する多目的スペース等を有する大型の

消防艇（100 トン級）に更新し、川崎臨海部の防災体制の向

上を図ります。（31 年度完成予定）

  医療供給体制の充実・強化     

 救急救命士の養成 ７３，５８７千円

 ○人口の増加や高齢化の進展等に伴う人口構造の変化、また在宅 

介護や単身世帯割合の増加等により、今後も救急需要の高まり 

が見込まれることから、救急救命士の常時乗車体制を維持する 

ため、より高度な救急救命処置を行う救急救命士を養成し、病 

院に到着するまでの救護体制を確立することにより救命効果の 

向上を図ります。 

○現場到着時間の維持・短縮等に向けた救急隊の適正配置を進めます。 

・麻生消防署王禅寺出張所への１隊増隊 

・多摩消防署宿河原出張所への１隊増隊（32 年度）に向け救急救命士６名を養成（拡充）

大型の消防艇（イメージ） 

救急救命士による救急救命処置 

消防団員の消防訓練 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-3260 内） 50101 

  １１０，８９５，３３４千円 （対前年度比：＋１６．３％）

＜主な事業＞ 

「生きる力」を伸ばし、人間としての在り方生き方の軸をつくる教育の推進  

 キャリア在り方生き方教育の推進                 ４，５８１千円

○全校で実施している「キャリア在り方生き方教育」について、小学校から高等学校までの計画的・

系統的な実施に向けた取組を推進します。 

 確かな学力と豊かな心の育成に向けた取組 ６２９，０７５千円

○一人ひとりの「生きる力」を伸ばしていくため、学ぶ意欲・態度を育むことを大切にしながら、

「確かな学力」「豊かな心」を育てる取組を推進します。 

・次期学習指導要領を踏まえ、小学校の英語教科化等に対応した指導体制を整備（新規） 

ＡＬＴ（外国語指導助手）を 81 人から 91 人へ増員（拡充） 

・児童が読書や学習でいつでも学校図書館を活用できるよう、学校司書を配置している小学校 

を 21 校から 28 校に拡大（拡充） 

健康給食の推進                   ４，７５５，２９８千円

○野菜を豊富に取り入れ、食材や味付けにこだわった献立の提  

供や、(株)タニタとの包括協定に基づく健康プログラムの実 

施等、川崎らしい特色ある「健康給食」の取組を推進します。   

○学校給食を活用した小中９年間にわたる体系的・計画的な食 

育を推進し、「食」に関する正しい知識と望ましい食習慣を身 

につけ生涯健康な生活を送るための基礎を育みます。 

家庭・地域の教育力の向上     

 地域の寺子屋事業の推進 ６１，６９６千円

○地域ぐるみで子ども達の学習をサポートする「地域の寺子屋」を随時開講します（36 か所→77 か

所）。また、担い手である寺子屋先生の養成を図ります。（拡充） 

自ら学び、活動するための支援

生涯学習環境の整備                      ９５，９９５千円 

○地域の活動拠点として学校施設を有効活用し、市民の生涯学習環境の推進を図ります。 

○既存施設(労働会館)を活用した川崎区の市民館整備に向けて、基本構想の策定を進めます。 

市民の文化芸術活動の振興

 文化財の保護・活用と魅力ある博物館づくりの推進 ６９０，４７２千円

 ○歴史や文化への理解を深めるため、重要な文化資源である国史跡橘樹官衙遺跡群の保存活用計画

に基づき、史跡指定地の公有地化や、保存管理・活用等を実施するための整備基本計画の策定を

推進するとともに、各博物館施設の魅力向上につながる事業を展開します。 

教 育 委 員 会 事 務 局 

中学校での給食風景 
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安全で快適な教育環境の整備

学校安全対策の推進と教育環境の整備           １，９０１，６４２千円 

○地域社会全体で学校の安全確保に取り組み、防犯力の向上や防災 

教育の充実により、総合的な安全対策を推進します。また、教育 

環境の向上をめざし、トイレの快適化やバリアフリー化等を進め 

るとともに、非構造部材の耐震化など学校施設の防災機能の強化 

を図ります。 

・学校トイレ改修の加速化（30 校）（拡充） 

（34 年度までに全市立学校のトイレの快適化を実施） 

・エレベータの整備（５校） 

・教育施設の特定天井改修工事（１校）等の非構造部材耐震化や灯油式発電機整備（15 校）等の

各種防災機能の強化 

学校施設長期保全計画の推進               ８，３６０，４８９千円 

 ○「学校施設長期保全計画」に基づき、改修による再生整備と予防保全を併せて実施し、より多く

の学校の教育環境の改善と長寿命化による財政支出の縮減を図ります。 

  ・実施校数 校舎 30 校、体育館 19 校 

児童生徒の増加に対応した教育環境の整備         ９，３３０，５９５千円 

 ○良好な教育環境を確保するため、学校の新設、校舎の増築

等を実施し、児童生徒の増加に対応します。

・東小倉小学校、東住吉小学校、高津小学校、柿生小学校

の校舎増築設計の実施（新規）

・（仮称）小杉小学校新設工事の実施（31 年度開校）

・新川崎地区における小学校新設に向けた取組

学校の教育力の向上

 学校運営体制の再構築 ４，１１１，１４６千円

 ○学校業務の効率化を図るため、事務支援員を配置し、教職員の長時間勤務の解消に向けた取組を

実施します。（新規）

 ○教員の負担軽減や部活動の安定的な運営のため、部活動の指導や大会への引率をする部活動指導

員を配置します。（新規）

一人ひとりの教育的ニーズへの対応

特別支援教育の充実                     ４８３，８３２千円 

○小中学校等における医療的ケアを必要する児童生徒を対象とした看護師の学校訪問について、回

数の制限をなくし、一人ひとりの医療的ケアの状況に応じた訪問とする等、ニーズに応じた支援

を推進します。（拡充） 

就学等支援事業の円滑な実施               １，２０８，７４０千円 

○就学援助を必要とする保護者からの申請を受け付け、認定を行い、就学援助費を支給する等の事

務処理の円滑化・効率化を図るため、就学援助システムを構築します。（新規） 

○これまで小学校入学後に支給していた新入学児童生徒学用品費を、援助をより必要とする時期に

支給できるよう、入学前に支給します。 

快適化済みトイレ 

（仮称）小杉小学校完成イメージ 
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人権オンブズパーソン相談カード 

＜予 算 額＞          問合せ先：審査課 200-3325 内） 49101 

  １１０，０１０千円  （対前年度比：△４．０％）

＜主な事業＞ 

  会計事務の適正かつ効率的な管理運営 １１０，０１０千円    

○会計管理者の補助組織として、支出負担行為に関する確認、現金、有価証券及び物品の出納保

管並びに決算の調製等を行います。本市の支出が適正に行われるよう審査するとともに、公金

を確実かつ有利に保管・運用することで、本市の公金の適正な管理に取り組みます。

 ○事務負担の軽減及び費用の節減を図るため、庁内で共通して使用する備品及び消耗品を一括し

て調達し、必要とする部署へ払出しを行います。

＜予 算 額＞          問合せ先：事務局 200-3693 内） 55911 

  ７９，３０３千円  （対前年度比：△０．０％）

＜主な事業＞ 

  市民オンブズマン制度の運営 ３９，１０８千円    

 ○市民からの市政に関する苦情申立ての処理や市政の監視などを、市民の立場に立って行うとと

もに、必要に応じ、市長や市の関係機関に勧告・意見表明などを行い、行政の改善に努めます。

  人権オンブズパーソン制度の運営 ４０，１９５千円    

 ○いじめ、虐待など子どもの権利の侵害や、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）、セクハラなど

男女平等に関わる人権の侵害について相談や救済の申立てを受け、関係機関などと連携・協力

して問題解決を図ります。

市 民 オ ン ブ ズ マ ン 事 務 局 

会 計 室 
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選挙マスコット 
「イックン」 

＜予 算 額＞          問合せ先：選挙課 200-3423 内） 56102 

  ２６７，２５４千円  （対前年度比：△５９．９％）

＜主な事業＞ 

  啓発事業の推進                                ２，７１０千円    

 ○選挙に関する講演会の開催、区民祭等での啓発運動、市内

学校での選挙出前講座の実施、生徒会役員選挙への協力及び

高校生・中学生への啓発チラシの配布等、主権者教育と連携

した若年層啓発を中心に明るくきれいな選挙、投票総参加の

ための取組を進めます。 

＜予 算 額＞       問合せ先：行政監査課 200-3437 内） 55710 

  １６２，８００千円  （対前年度比：△０．９％）

＜主な事業＞ 

  監査機能の強化                                １，０１９千円    

 ○監査及び決算審査における財務諸表等の確認や分析に当たり公認会計士の知見を活用すること

で、監査機能の質的向上と強化を図ります。また、監査及び決算審査で検出された問題点の確

認や財務分析へのアプローチに公認会計士との討議を取り入れ、職員の専門性を高める取組も

進めます。

＜予 算 額＞          問合せ先：調査課 200-3341 内） 55811

  １２４，５７６千円  （対前年度比：＋３．３％）

＜主な事業＞ 

  職員採用試験等の実施                            ２１，９７６千円    

○職員の採用や昇任に係る競争試験及び選考を実施します。

 また、職員採用案内パンフレットの作成や職員採用説明会

 の開催、合同企業説明会への出展や技術系職種向けの広報

動画を配信するなど、様々な広報活動を通して多様な資質

と能力をもった人材確保の取組を推進します。

監 査 事 務 局 

人 事 委 員 会 事 務 局 

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 

高校生・中学生向け啓発チラシ 

職員採用案内パンフレット 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-3366 内） 53101 

  １，６６４，２６１千円  （対前年度比：△０．１％）

＜主な事業＞ 

  議事運営の取組 ２５，７８０千円    

○本会議、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会の議事運営並びに会議録等の作成を行い

ます。

 ○会議録検索システムの運用及びインターネット上への公開を行います。

  議会広報の充実 ５０，９７３千円    

 ○議会に対する関心と理解を高めるため、議会の活動の概要を広く市民にお知らせします。

  ・広報紙「議会かわさき」の発行（年４回）

  ・「夏休みこども議場見学会」等の実施

 ○「市民に身近な開かれた議会」の一層の推進を図るため、本会議等の模様をインターネット等

で中継します。

  ・インターネットによる本会議、予算審査特別委員会、決算審査特別委員会、常任委員会及び

議会運営委員会の生中継・録画中継の実施

  ・各区役所でのモニター中継の実施

  ・スマートフォン及びタブレット端末に対応した生中継・録画中継の実施

 ○テレビ番組を利用して、議会活動のＰＲを行います。

  ・「議長・副議長 新春対談」（１月放送）

  ・「市議会座談会～予算の審議を前に～」（２月放送）

  文書共有システムを活用した取組の推進  ６，７３８千円    

○文書共有システムの活用により、常任委員会等の会議でタブレット端末を利用してペーパーレ

ス化を進めるとともに、効率的な議会運営を推進します。

  議員報酬の支給等 １，０１２，０６６千円    

 ○市議会議員の議員報酬及び期末手当の支給等を行います。

インターネット議会中継 

（本会議） 

議 会 局 

夏休みこども議場見学会 議長・副議長 新春対談 
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